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随想
電子計算機の思い出
工学部吉田博
私が助手として金沢大学工学部に勤めましたのが、昭和３７年でいまから２０年前であります。そ
の翌年の夏ごろだったと思いますが、金沢大学に初めて電子計算機が導入され、理学部で講習会が行
われました。電子計算機のことについては、前センター長をされていました小堀先生や現センター長
の武部先生から話を間されていましたが、ただ漠然としたもので具体的な使用法などは何もわからず、
ただ、計算速度が速いということしかわかりませんでした。講習会には、木戸先生や堀先生のような
大先生も受講しておられ、片隅で小さくなって聞いていました。講師は曰本電気の方でした。講義は
２つに分かれており、1つは機械語によるプログラム法で、２桁の数字で表わされる命令約８０種の
使用法の説明であり、他は自動プログラム言語で日本電気開発のＮＡＲＣ語とよばれるものでありま
した。当時はＦＯＲＴＲＡＮという名前は聞いたことがありましたが、本もないし具体的にどのよう
なものかを知っている人も少なかったようです。講習会では機械語用とＮＡＲＣ語用の２冊のタイプ
印刷の薄いテキストを購入しました。現在の立派なマニュアルでもそうですが、電子計算機独特の難
解な表現で、何度読んでみてもさっぱり理解できないしろものでした。本屋に行ってもそのようなも
のを書いた本はありませんでした。
導入された電子計算機は日本電気製のＮＥＡＣ－２２３０という機械で三千数百万円相当だと聞か
されました。メモリーの容量が２０００ワードで、補助記憶装置として磁気ドラムがついていました。
この電子計算機の保守のために、技術者が１年間曰本電気より派遣されてきていました。たしか長沢
さんという方だったと思います。
それから毎曰電子計算機通いが始まりました。朝は長沢さんが８時半に出てくるので８時過ぎから
ドアの外で待っていました。長沢さんがくるとまず空調の電源を入れ、電子計算機のスイッチを入れ
ます。しばらくしてテスト用のテープをかけ、すべてのテストが終わるまで約３０分間じっとやって
いることをみていました。いよいよ自分のプログラムを計算機にかける番がきました。機械語で書い
た短いプログラムで、計算結果が最後にタイプライターで打ち出されるようになっているものです。
しかし、プログラムが数ステップ進んだところで計算機が止まり、アラームが鳴ってしまうのです。
計算機の中で何をやっているか知る方法が全然わかりませんので何が原因なのかわかりません。その
度長沢さんに聞くということを繰り返しますが、なかなかタイプライターが動き出すところまで行き
ません。他に唯も計算機を使いにこないので夕方までかかってやっても、タイプライターがカタッと
も動きません。その曰はあきらめてまた翌曰同じことを繰り返す。何日かしてやっとタイプライター
が動いたときの喜びは、何とも云えませんでした。しかし、当然計算結果は予想したものと全く違っ
ています。また繰り返す。そのようにして短いプログラムが完成しました。そのようなことを繰り返
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しているうちに、計算途中、プログラムミスで電子計算機が止まるとすぐコンソールテーブルのボタ
ン操作で原因を調べ、紙テープを再度パンチせずにすぐに命令を直したり、メモリーの内容を修正で
きるようになってきました。その頃は、私が毎曰計算機通いをし、小堀先生が時々見えていました。
小堀先生は京都大学で機械語の経験をもっておられ、私も小堀先生から多くのことを学びました。小
堀先生と私が機械語を使っていると武部先生がプログラムをＮＡＲＣ語で組んでこられました。あの
難解なＮＡＲＣ語のテキストをどのようにして理解されたのか、非常に驚きましたが、武部先生は以
前に電々公社に勤めておられ、そこですでに自動プログラムを知っておられたようです。
ＮＡＲＣ語の方が随分プログラムが楽なようですので、自分もＮＡＲＣ語でやらなければだめだと
思いました。およそ例題など１つもないテキストを繰り返し、繰り返し読み、武部先生に聞いたりし
てＮＡＲＣ語でプログラムを作るようになりました。電子計算機にプログラムをかける手順は、ＮＡ
ＲＣ語で作られたプログラムをパンチする。電子計算機にコンパイル用のプログラムＮｏ．１の大き
い紙テープを読み込ませる。つづいて、自分のプログラムを読み込ませる。すると文法上のチェック
が行われてエラーがあれば中止する。なければ次のコンパイル用プログラムＮＯ２の大きい紙テー
プを読み込ませ、再び自分のプログラムを読み込ませる。この時、ＮＡＲＣ語のプログラムテープを
少しづつ読み込みながらコンパイルされたオブジェクトプログラムが高速テープさん孔機から紙テー
プとして出てくる。これをもう一度読み込ませて計算が開始されるというものです。もし、計算中に
エラーがあったり、計算結果がおかしければ、当然、最初からやり直しとなるしろものです。補助記
憶装置がコンパイルに用いられるようになったのは、ずっと後の話です。
ところが、私は最初機械語でプログラムしていましたので、ＮＡＲＣ語のコンパイルの仕組みがわ
かるようになり、エラーが見つかるとコンソールからエラーの原因を調べ、その場で修正できるよう
にまでなりました。
計算速度は恐ろしく速く、手廻しの計算器の１日分を１秒ほどでやってしまいますので、非常に驚
きました。学生時代には設計製図が多くあり、設計計算には計算尺を使うように云われていましたが、
精度が悪く、もっぱら筆算に頼っていました。設計計算の最後の方になって計算条件が合わなかった
り、前の方にミスが見つかるとまた最初からやり直しということで筆算に苦労をしました。当時、土
木工学科には３台の手廻し計算器がありましたが、とても学生が使える状態ではありませんでした。
助手になってから手廻し計算器を使いましたが、その速さと正確さにびっくりしました。しかし、そ
の１日分を１秒ほどで電子計算機は計算しますので、非常に驚きました。
当時の学会での研究発表や論文には、”高速電子計算機を使った○○○の解析”といった題名が非
常に目立ちました。内容は従来やっていた手計算による数値解法をそのまま電子計算機でプログラム
したもので、今では学生の演算問題みたいなものです。ところが、次第にこれまで計算してみようと
も思わなかったものを計算してみようという気になってきました。それは試行錯誤で解を求めようと
するものです。それまで、計算速度が恐ろしく速いと思っていた電子計算機も次第に遅いと思うよう
になってきました。１ケース計算するのに３０分も１時間もタイプライターが動かないという状態に
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なってきました。
そのころ、私はアメリカに留学しました。留学先の大学ではＣＤＣ６６００が使われていました。
入力はカードで勿論ＦＯＲＴＲＡＮが使われていました。ＮＡＲＣ語を使っていたのでＦＯＲＴＲＡ
Ｎへの切り替えは容易でした。しかし、コンピューターを使ったことのない東南アジアやヨーロッパ
の留学生は大変だったようです。ＦＯＲＴＲＡＮを知っていることを前提に宿題が出るからです。留
学先でもまた計算機通いが始まりました。１年半の間に大きいプログラムを完成することができまし
た。
帰国してからは、金沢大学の計算機はもう使いものになりませんでした。そのころ、東京大学や京
都大学には大型計算機センターができていました。そこは、すべてカードでＦＯＲＴＲＡＮが使える
ようになっていました。しかし、カードさん孔機が金沢大学にはないので、まず、コーディングシー
トにＦＯＲＴＲＡＮでプログラムを書き、それを東大や京大の計算機センターに送るとパンチして送
り返えしてくれるのです。それをもう１度チェックしてから大型センター宛送ると計算結果がカード
と共に送り返えされてくるという仕組みです。パンチの依頼から約１カ月、計算依頼からは１往復に
早くて１週間はかかるわけです。その間結果がどうか心待ちにしているわけです。
昭和４６年３月、ＮＥＡＣ－２２３０につづいて金沢大学に入ったのは、ＦＡＣＯＭ２３０－３５
でした。いままでの理学部から工学部のキャンパスに移り、建物もできて金沢大学計算機センターと
名付けられました。勿論カード入力ができ、ＦＯＲＴＲＡＮも使えるのです。早速使ってみろと、Ｎ
ＥＡＣ－２２３０の２００～３００倍の速度があると実感し、再び恐ろしく速い計算機が入ったもの
だと思いました。また、東大や京大に送って１週間も待たなくてすむということで、喜しさでいっぱ
いでした。ＮＥＡＣを使っていた利用者もＦＡＣＯＭが入ってみんな使い出しましたが、速度が速い
ので、センターはすいてガラガラでした。
計算速度が速くなると、これまで計算しようと思ってもいなかった計算をして見ようと、また思い
だしました。そのころは現在のセンターの建物の１階にある自分の番号の棚の中にカードを入れてお
くと、リフトで２階に運ばれ、２階で入力し出力結果がカードと共に再びリフトで降ろされ、自分の
番号の棚に入れられるという仕組みでした。朝９時にカードを棚に入れると１１時頃には結果が戻さ
れるのですが、計算している人間の独特の心理でだんだん遅く感じられるようになってきました。戻
るのが遅いとセンターの職員に文句を云ったりしました。
センターも次第に混んできて、また、計算速度が遅い、容量が不足する等で、再び東京大学の電子
計算機を使うようになりました。往復に１週間はかかりますが、もう自由に金沢大学でパンチができ
ますし、また、プログラムのデバックも金沢大学でできます。確実に計算できることを確かめてから
東京大学に送ることができるようになった訳です。しかし、次第にプログラムが大きくなると金沢大
学でデバックできなくなってきました。
そのころ、大型電子計算機センターへの旅費が大型センターから出してもらえるようになっていま
した。金沢大学への割り当てが年何回かありましたので、それを利用させてもらうことにしました。
利用の手引き －５－
確か、金沢大学全体で年５件位だったと思いますが、その内３件位利用させてもらい、あとは自費で
行きました。機械工学科の尾田先生に、東京大学のすぐ隣の国立大学連絡所が３００円で１泊できる
ことを教えてもらい、もっぱらそこを利用しました。
あらかじめプログラムを十分にチェックしデータカードを何回も調べて２０００枚入りのカードを
大抵３箱以上荷づくりし、手で持って行きました。前もって郵送もできたのですが、出発直前までチ
ェックしたいので、重いカードを持参しました。夜行がほとんどで、朝上野に着くとまず、自分の荷
物とカード１箱をコインロッカーに入れ、カードを２箱以上持って東大まで運び、東大のセンターの
シャッターが開くのをじっと待ってカードを中に入れ、再び上野までもどって残りの荷物を運びまし
た。雨のときはカードが重たくて大変でした。何とかカードの大きさが半分位にならないものかと思
いながら傘をさして手がちぎれそうな重いカードを運んだことを忘れることができません（いまなら
フロッピー数枚ですむのですが！）。
昭和５３年１月には、ついにＦＡＣＯＭ－Ｍ１６０が入りました。それ以来、東京大学へも京都大
学へも計算機を使いにいっていませんし、行く必要もなくなりました。もう、便利さの点からは、大
型センターのある大学も金沢大学も大きな違いはないのではないでしょうか。いまは、金沢大学の電
子計算機を見ていると、つい１０年あるいは１５年前のことがうそのようで、自分自身昔のことを忘
れかかっていました。
いまは、我々の分野でも、電子計算機の使用に対する反省期にあるようです。ただ、漠大な計算を
するのみではなく、所定の精度を保ちながらいかに経済的に計算するかという方向に進んでいるよう
です。そして、電子計算機と云えば、数値計算をする機械であるとして今までとらえられていました
が、そのイメージは一変していることは、御存知の通りであります。
現在、金沢大学の電子計算機では、数値計算は勿論のこと、図形処理や和文、英文の編集、出力や
データベース等多方面にわたって使用されています。あまりの便利さに、その有難さを知らない学生
や若い研究者のために、敢えて昔話をして見ました。
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